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導入した（Sillman et al., J. Geophys. Res., 2007）。この解法をもとに液相中での二次有機
エアロゾル生成過程を取り扱うモデルを先行して開発した（Lin et al., Atmos. Chem. 
Phys., 2014）。本発表では、その数値モデルをもとにボトムアップ手法として、エアロゾ
ル中と雲水蒸発時におけるグリオキサールおよびメチルグリオキサールのアンモニウ
ムとの反応により生成される有機態窒素の生成過程を全球エアロゾル化学輸送モデル
に組み込んだ。その結果、このボトムアップ手法による海洋への有機態窒素の予測値は、
トップダウン手法による推定値と比較して南半球の外洋において重要な供給源となる
ことが示された。事例解析として、シンガポールで観測されたエアロゾル中有機態窒素
濃度と比較を行った。その結果、植生燃焼による影響を受けたエアロゾル中有機態窒素
濃度が火災により時折、高濃度と算出されることが示された。しかし、モデル結果は同
じ時期に火災がない条件でも月平均値と比べて高濃度と算出されることを示した。この
ことは、植生燃焼による有機態窒素沈着量の寄与を定点観測から制約する際には注意が
必要であることを示唆する。それゆえ、植生燃焼による有機態窒素沈着量の寄与を評価
するためには、バックグラウンド状態でのより正確な有機態窒素沈着量を算出すること
が必要となる。 
